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よ
り
良
い
収
穫
を
、よ
り
少
な
い
資
源
で

よ
り
良
い
収
穫
を
、よ
り
少
な
い
資
源
で

精
密
農
業
の
実
現

Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
100
基
設
置
へ

バイエル

仁木本部長

　

バ
イ
エ
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
エ
ン
ス
と
Ｘ
Ａ
Ｇ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
は
、
国
内
市
場
に
お
け

る
共
同
事
業
開
発
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。
近
年
、
農
薬
散
布
ド
ロ
ー
ン
が
広
が
る
な

か
、
今
後
は
更
に
、
持
続
可
能
な
農
業
に
向
け
て
、
農
薬
メ
ー
カ
ー
と
ド
ロ
ー
ン
メ
ー

カ
ー
の
知
見
を
結
集
し
、
精
密
農
業
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
同
社
カ
ス

タ
マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
長
の
仁
木
理
人
氏
に
最
新
動
向
を
伺
っ
た
。

Ｐ 40

Ｖ 40

―
―
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
向

け
た
今
後
の
取
組
み
。

　

「
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、

よ
り
環
境
保
全
に
配
慮
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

バ
イ
エ
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
エ

ン
ス
は
、
持
続
可
能
な
農
業

に
向
け
て
『
よ
り
良
い
収
穫

を
、
よ
り
少
な
い
資
源
で
』

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し

精
密
農
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
の
な
か
で
、
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
圃
場

毎
に
必
要
な
量
を
必
要
な
だ

け
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
、
生

産
者
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
〝
テ
イ
ラ
ー
メ
イ
ド

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
〞
を
水
稲

除
草
剤
か
ら
提
供
し
て
い

く
。
例
え
ば
、
現
在
、
水
稲

除
草
剤
で
多
く
使
わ
れ
て
い

る
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
農
薬

に
は
有
効
成
分
が
３
〜
４
つ

含
ま
れ
て
い
る
が
、
圃
場
に

よ
っ
て
は
２
成
分
で
済
む
な

ど
全
て
必
要
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
。
圃
場
状
況
に
合
わ
せ

て
、
必
要
の
な
い
成
分
を
散

布
し
な
い
こ
と
で
、
農
薬
使

用
量
の
削
減
が
可
能
と
な

る
」。――

作
物
別
の
取
組
み
状

況
。

　

「
現
在
、
水
稲
除
草
剤
で

の
単
剤
の
現
地
実
験
を
加
速

し
て
い
る
。
果
樹
で
の
実
証

試
験
も
愛
媛
県
や
高
知
県
な

ど
で
順
調
に
行
っ
て
い
る
。

殺
虫
剤
モ
ベ
ン
ト
フ
ロ
ア
ブ

ル
は
浸
透
移
行
性
が
あ
り
、

葉
裏
に
か
か
ら
な
く
て
も
防

除
効
果
が
期
待
で
き
る
た

め
、
ド
ロ
ー
ン
散
布
で
の
効

果
が
期
待
で
き
る
。
野
菜
で

は
、
雨
な
ど
で
大
型
機
械
が

入
れ
な
い
圃
場
や
、
労
働
力

が
不
足
し
て
い
る
と
こ
ろ

（
か
ぼ
ち
ゃ
、て
ん
さ
い
等
）

か
ら
普
及
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
円
滑
に
正
確
な
自
動
航

行
が
で
き
る
よ
う
に
、
２
０

２
４
年
ま
で
に
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地

局
１
０
０
基
を
全
国
に
設
置

す
る
。
中
山
間
地
含
む
90
％

の
農
地
面
積
を
カ
バ
ー
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
」。

―
―
ド
ロ
ー
ン
散
布
の
普

及
に
あ
た
っ
て
の
強
み
は
。 　

「
農
薬
に
つ
い
て
熟
知
し

て
い
る
農
薬
卸
業
社
に
パ
ー

ト
ナ
ー
企
業
と
し
て
ド
ロ
ー

ン
普
及
に
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
。
散
布
方
法
や
薬
剤
の

使
い
方
を
含
め
プ
ロ
の
視
点

で
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
す
る

な
ど
、
確
実
に
サ
ポ
ー
ト
し

生
産
者
に
真
の
価
値
を
提
供

で
き
る
」。

―
―
新
型
の
ド
ロ
ー
ン
は
。

　

「
こ
の
た
び
発
売
し
た
ド

ロ
ー
ン
Ｖ
40
は
、
大
型
化
し

な
が
ら
も
、
２
枚
の
回
転
翼

で
コ
ン
パ
ク
ト
に
折
り
畳
み

で
き
、
持
ち
運
び
も
簡
単
。

ダ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
も
こ
れ

ま
で
以
上
に
強
化
し
て
お

り
、
水
洗
い
も
可
能
だ
」。

―
―
農
業
用
無
人
車
Ｒ
１

５
０
に
つ
い
て
は
。

　

「
な
し
な
ど
の
果
樹
を
は

じ
め
様
々
な
作
物
で
、
最
適

な
散
布
諸
元
を
検
討
し
て
い

る
。
販
売
状
況
も
ド
ロ
ー
ン

に
劣
ら
ず
好
調
で
、
例
え
ば

急
速
に
高
齢
化
が
進
む
り
ん

ご
農
家
な
ど
で
は
、
運
搬
作

業
な
ど
、
農
薬
散
布
以
外
に

も
色
々
な
使
い
方
が
で
き
る

点
が
好
評
だ
」。

―
―
Ｘ
Ａ
Ｇ
製
品
の
ド
ロ

ー
ン
は
離
陸
か
ら
散
布
、

着
陸
ま
で
完
全
自
動
航
行

で
す
。
日
本
で
の
ド
ロ
ー

ン
の
完
全
自
動
航
行
活
用

率
は
約
８
％
と
も
い
わ
れ

ま
す
が
、
今
後
の
可
能
性

に
つ
い
て
。

　

「
ド
ロ
ー
ン
の
完
全
自
動

航
行
の
良
さ
を
理
解
い
た
だ

け
る
余
地
は
ま
だ
十
分
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
高
齢
化

が
進
む
日
本
の
農
業
で
自
動

航
行
の
メ
リ
ッ
ト
は
高
い
。

実
演
も
含
め
て
、
実
感
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た

正
確
に
飛
行
で
き
る
Ｒ
Ｔ
Ｋ

の
設
置
が
進
め
ば
、
よ
り
簡

便
に
使
え
る
よ
う
に
な
る
。

か
ん
し
ょ
、さ
と
い
も

ド
ロ
ー
ン
散
布
の
動
画
配
信

シンジェンタ

肥効イメージ

穂肥 010 号

　

住
友
化
学
は
、
ド
ロ
ー
ン

や
無
人
ヘ
リ
で
の
空
中
散
布

に
適
し
た
窒
素
高
濃
度
の
穂

肥
用
被
覆
肥
料
「
無
人
ヘ
リ

・
ド
ロ
ー
ン
用
一
発
穂
肥
０

１
０
」
（
荷
姿
：
10
㎏
）
を

２
０
２
１
年
に
発
売
し
た
。

　

登
熟
を
向
上
さ
せ
る
窒
素

30
％
・
り
ん
酸
10
％
の
ほ
か

食
味
を
向
上
さ
せ
る
苦
土
２

％
を
４
種
類

の
被
覆
原
料

で
配
合
し
、

穂
肥
時
期
か

ら
登
熟
期
間

の
品
質
・
収

量
を
上
げ
る

大
事
な
時
期
に
安
定
し
た
肥

効
を
発
揮
す
る
。

　

同
社
は
各
地
で
現
地
実
証

し
、
「
一
発
穂
肥
０
１
０
を

７
月
17
日
に
ド
ロ
ー
ン
で
散

布
し
た
が
、
８
月
に
入
っ
て

か
ら
の
高
温
多
照
の
中
も
籾

数
を
確
保
し
生
育
は
極
め
て

良
い
。
ド
ロ
ー
ン
へ
の
充
填

も
ス
ム
ー
ズ
で
作
業
性
も
良

か
っ
た
」
（
２
０
２
０
年
の

福
島
県
会
津
の
現
地
試
験
で

の
使
用
者
）
な

ど
好
評
を
得
て

い
る
。
ま
た
粉

立
ち
が
少
な
い

た
め
機
体
が
腐

食
し
に
く
く
、

急
な
小
雨
で
も

施
肥
が
可
能
だ
。

　

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
ジ
ャ
パ
ン

＝
的
場
稔
社
長
、
東
京
都
中

央
区
晴
海
＝
と
Ｄ
Ｊ
Ｉ　

Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
＝
呉
韜
社
長
、
東

京
都
港
区
港
南
＝
は
、
農
業

用
ド
ロ
ー
ン
と
農
薬
の
安
全

・
安
心
な
運
用
の
実
現
に
向

け
て
、
２
０
１
９
年
４
月
に

業
務
提
携
し
た
。
以
来
、
散

布
実
証
試
験
の
共
同
実
施
、

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
通
じ
て
日
本
の
農
業
用

ド
ロ
ー
ン
の
普
及
拡
大
に
お

い
て
強
力
な
推
進
役
を
担
っ

て
い
る
。

　

両
社
は
今
年
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
「
さ
と
い
も
ド
ロ
ー
ン

研
修
会
」、鹿
児
島
県
で
「
南

九
州
か
ん
し
ょ
ド
ロ
ー
ン
研

修
会
」
を
現
地
開
催
し
た
。

か
ん
し
ょ
（
さ
つ
ま
い
も
）

基
腐
病
は
、
２
０
１
８
年
か

ら
鹿
児
島
県
や
宮
崎
県
で
か

ん
し
ょ
の
株
が
立
ち
枯
れ
、

塊
根
（
イ
モ
）
が
腐
敗
す
る

症
状
で
、
収
量
が
減
少
す
る

な
ど
、
産
地
で
は
大
き
な
被

害
と
な
っ
て
い
る
。
当
日
は

近
隣
の
農
家
や
酒
造
会
社
な

ど
が
足
を
運
び
、
大
き
な
関

心
を
呼
ん
だ
。研
修
会
で
は
、

浸
透
移
行
性
に
優
れ
た
ア
ミ

ス
タ
ー
20
と
ド
ロ
ー
ン
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
適
期

防
除
が
実
現
で
き
る
こ
と
を

Ｙｏｕｔｕｂｅ動画

説
明
し
た
。

　

ま
た
９
月
に
は
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
動
画
を
作
成
、
配
信

し
た
。
動
画
で
は
、
か
ん
し

ょ
・
さ
と
い
も
栽
培
の
課
題

点
、
ド
ロ
ー
ン
散
布
の
有
効

性
、
ア
ミ
ス
タ
ー
20
に
対
す

る
生
産
者
の
声
な
ど
を
紹
介
。

　

宮
崎
の
生

産
者
は
「
夏

場
は
防
除
作

業
を
省
略
す

る
生
産
者
が

多
い
中
、
定

期
的
に
し
っ

か
り
と
防
除

す
る
こ
と
で

薬
剤
コ
ス
ト

を
か
け
て
も

十
分
に
見
合

う
収
量
が
維
持
で
き
て
い

る
」
と
話
す
。

　

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
ジ
ャ
パ
ン

の
及
川
氏
は
、
「
園
芸
場
面

で
の
ド
ロ
ー
ン
活
用
は
ま
だ

少
な
い
。
効
果
を
確
認
し
な

が
ら
着
実
に
進
め
て
い
き
た

い
」
と
し
て
い
る
。

　

国
の
方
針
の
元
、
補
助
金
な
ど
に
も
後
押
さ
れ
て
、
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。
農
薬
散
布
が
先

行
し
て
導
入
が
進
ん
だ
が
、
機
体
の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
に
向
け
て
肥
料
散
布
へ
の
利
用
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
自

治
体
、
経
営
体
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
創
業
１
０
０
年
の
歴
史
を
持
ち
、
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

肥
料
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
片
倉
コ
ー
プ
ア
グ
リ
＝
小
林
武
雄
社
長
、
東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
＝
の
肥
料
本
部
技
術
普

及
部
の
滝
田
元
康
課
長
と
神
田
芙
美
佳
係
長
に
肥
料
の
空
中
散
布
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

ドローン向け肥料を推進する滝田課長（右）と神田係長

―
―
肥
料
の
ド
ロ
ー
ン
散

布
に
取
り
組
ん
だ
背
景
は
。

　

「
日
本
肥
料
ア
ン
モ
ニ
ア

協
会
に
よ
る
と
、
被
覆
肥
料

が
使
用
さ
れ
て
い
る
水
田
の

面
積
は
約
６
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
被
覆
肥
料
を
用
い
た

基
肥
一
発
肥
料
は
、
そ
の
省

力
性
で
経
営
規
模
拡
大
に
貢

献
し
て
き
ま
し
た
が
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
使
用
し
た
被
覆

肥
料
に
お
い
て
は
、
そ
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク

被
膜
殻
が
世

界
的
規
模
の

環

境

問

題

〝
海
洋
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
〞
発

生
の
要
因
の

１
つ
と
な
っ

て
い
る
と
し

て
問
題
視
さ

れ
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
被
覆

肥
料
に
頼
ら

な
い
農
業
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
当

社
で
は
、
代
替
技
術
と
し
て

一
発
施
肥
で
は
ペ
ー
ス
ト
二

段
施
肥
技
術
、
省
力
追
肥
技

術
で
は
流
し
込
み
施
肥
、
空

散
追
肥
、
葉
面
散
布
な
ど
の

技
術
を
啓
発
活
動
し
て
い
ま

す
」―

―
基
肥
一
発
肥
料
と
は
。

　

「
そ
の
多
く
は
被
覆
肥
料

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
被
覆

肥
料
は
緩
効
性
肥
料
と
も
呼

ば
れ
、
必
要
な
時
期
に
合
わ

せ
て
ジ
ワ
ジ
ワ
と
肥
料
成
分

が
溶
出
す
る
仕
組
み
と
な
っ

て
お
り
、
必
要
な
肥
料
の
全

量
を
一
回
で
施
用
で
き
る
た

め
、
農
作
業
を
大
幅
に
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ほ

場
全
体
へ
均
一
に
肥
料
を
散

布
す
る
全
面
全
層
施
肥
に
比

べ
て
、
稲
の
株
元
か
ら
数
セ

ン
チ
離
れ
た
局
所
へ
筋
状
に

施
用
す
る
側
状
施
肥
を
行
う

こ
と
で
減
肥
が
期
待
で
き
、

ま
た
基
肥
＋
追
肥
体
系
に
比

べ
る
と
肥
料
の
流
亡
を
抑
え

る
事
か
ら
、
環
境
負
荷
低
減

効
果
も
期
待
さ
れ
、
国
と
し

て
も
積
極
的
に
勧
め
て
き
た

技
術
で
す
」

―
―
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
？

　

「
数
年
前
か
ら
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
被
膜

殻
が
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
要
因
と
し
て
環
境
問
題

と
な
り
、
肥
料
業
界
で
は
、

２
０
１
８
年
『
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
ア
ク
シ
ョ
ン
宣
言
』

を
出
し
、
農
地
か
ら
の
プ
ラ

被
膜
殻
の
流
出
抑
制
へ
農
業

者
に
注
意
喚
起
す
る
こ
と
や

被
膜
殻
の
分
解
性
向
上
の
技

術
開
発
、
他
の
機
能
性
肥
料

の
活
用
拡
大
等
に
取
り
組
む

こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
１
月
に
は
、
Ｊ

Ａ
全
農
、
全
国
複
合
肥
料
工

業
会
、
日
本
肥
料
ア
ン
モ
ニ

ア
協
会
の
３
団
体
が
、
２
０

３
０
年
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
被

膜
を
使
っ
た
肥
料
を
ゼ
ロ
に

す
る
方
針
を
掲
げ
ま
し
た
。

そ
の
具
体
策
の
う
ち
、
代
替

と
な
る
施
肥
技
術
と
し
て
当

社
が
提
案
す
る
一
つ
が
基
肥

＋
空
散
追
肥
体
系
で
す
」

―
―
肥
料
の
航
空
散
布
、

ド
ロ
ー
ン
活
用
の
可
能
性

は
？

　

「
産
業
用
無
人
ヘ
リ
に
よ

る
散
布
は
、
作
業
時
間
や
労

働
負
荷
が
少
な
い
一
方
、
必

要
人
員
や
機
械
購
入
費
が
高

い
な
ど
の
理
由
か
ら
普
及
拡

大
が
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
昨
今
は
、
無
人
ヘ
リ

よ
り
も
手
頃
な
農
業
用
ド
ロ

ー
ン
の
普
及
が
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
も
当
初
は
液
剤
散

布
が
主
で
、
搭
載
重
量
も
小

さ
く
肥
料
散
布
に
は
い
ま
ひ

と
つ
で
し
た
が
、こ
こ
の
所
、

よ
り
大
型
の
機
体
も
登
場

し
、
粒
状
品
の
散
布
機
も
多

く
の
メ
ー
カ
ー
で
充
実
し
て

き
ま
し
た
。
セ
ン
シ
ン
グ
に

基
づ
く
追
肥
の
実
証
な
ど
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
水
稲
で

追
肥
が
必
要
な
の
は
真
夏

で
、
こ
の
作
業
を
地
上
か
ら

行
う
の
は
非
常
に
重
労
働
で

す
。
野
菜
で
の
追
肥
は
作
物

体
が
繁
茂
し
て
い
る
時
期
で

地
上
の
散
布
機
が
入
り
に
く

く
、
さ
ら
に
近
年
の
天
候
不

順
、
気
象
の
激
化
は
こ
れ
ら

の
作
業
を
さ
ら
に
難
し
く
し

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
意
味

で
肥
料
の
ド
ロ
ー
ン
散
布
の

可
能
性
は
大
い
に
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

―
―
ド
ロ
ー
ン
施
肥
の
課

題
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

「
ド
ロ
ー
ン
は
積
載
重
量

の
制
約
が
あ
り
、
肥
料
成
分

が
低
い
ほ
ど
散
布
量
が
多

く
、
ワ
ン
フ
ラ
イ
ト
の
散
布

面
積
が
縮
小
し
て
し
ま
う
の

が
一
番
の
課
題
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
窒

素
14
％
の
化
成
肥
料
を
10
ａ

あ
た
り
窒
素
２
㎏
散
布
し
た

い
場
合
、
積
載
重
量
20
㎏
の

ド
ロ
ー
ン
に
満
タ
ン
に
積
載

し
た
場
合
、
ワ
ン
フ
ラ
イ
ト

で
14
ａ
し
か
散
布
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
他
、
粒
状
肥
料
の

場
合
、
粒
径
、
比
重
、
硬
度

に
よ
り
単
位
時
間
当
た
り
の

散
布
量
が
変
動
す
る
点
や
、

塩
類
を
含
む
肥
料
に
よ
っ
て

機
体
の
金
属
が
腐
食
す
る
な

ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
高
成
分
の
尿
素
を
播
い
て

し
ま
う
と
ベ
タ
ベ
タ
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
吐
出
口
に
詰

ま
っ
て
出
て
こ
な
い
な
ど
の

問
題
に
な
り
ま
す
」

―
―
御
社
の
空
散
対
応
肥

料
は
。

　

「
水
稲
向
け
の
粒
状
肥
料

の『
空
散
追
肥
３
０
６
』と
、

麦
・
大
豆
向
け
の
高
濃
度
散

布
が
可
能
な
窒
素
液
肥
『
Ｃ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
（
コ
ロ
ン
）』
が

あ
り
ま
す
。
『
空
散
追
肥
３

０
６
』
は
、
窒
素
成
分
が
30

％
と
高
い
た
め
、
肥
料
タ
ン

ク
へ
の
補
給
回
数
が
少
な
く

省
力
的
で
、
機
体
を
腐
食
さ

せ
に
く
い
特
長
が
あ
り
ま

す
。一
般
的
な
化
成
肥
料（
窒

素
成
分
14
％
）
で
は
１
フ
ラ

イ
ト
14
ａ
の
と
こ
ろ
、
30
ａ

散
布
で
き
ま
す
。
粒
径
の
揃

い
も
よ
く
精
度
よ
く
散
布
で

き
ま
す
。
農
水
省
が
公
表
し

て
い
る
「
担
い
手
農
家
の
経

営
革
新
に
資
す
る
稲
作
技
術

カ
タ
ロ
グ
」
（
施
肥
関
係
№

21
「
無
人
ヘ
リ
に
よ
る
追
肥

で
省
力
化
に
つ
な
が
る
肥

料
」
）
に
も
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
窒
素
液
肥
『
Ｃ
Ｏ

Ｒ
Ｏ
Ｎ
（
コ
ロ
ン
）』
は
、

希
釈
倍
率
２
〜
５
倍
の
高
濃

度
散
布
で
も
葉
や
け
し
に
く

く
、
液
状
の
た
め
粒
剤
散
布

装
置
も
不
要
と
な
り
ま
す
。

大
豆
の
一
般
的
な
栽
培
体
系

で
は
、
窒
素
施
肥
は
１
回
だ

け
で
す
が
、
開
花
期
追
肥
は

収
量
・
品
質
を
高
め
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
な

ら
省
力
的
に
追
肥
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
」。

【
空
散
追
肥
３
０
６
】
▽
保

証
成
分
＝
窒
素
30
・
０
％
、

リ
ン
酸
０
・
０
％
、
カ
リ
６

・
０
％
、
苦
土
１
・
０
％
、

ホ
ウ
素
０
・
０
１
５
％
。

【
窒
素
液
肥
「
コ
ロ
ン
（
Ｃ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
）」】
▽
保
証
成
分

＝
窒
素
27
％
、
リ
ン
酸
０
・

０
％
、
カ
リ
０
・
０
％
、
▽

性
状
＝
ｐ
Ｈ
10
・
０
程
度
、

比
重
１
・
28
。

　

最
近
、同
社
が
も
う
１
つ
、

ド
ロ
ー
ン
散
布
用
に
注
目
し

て
い
る
の
が
「
ス
ミ
シ
ョ
ー

ト
」
だ
。

　

同
社
ア
グ
ロ
事
業
部
の
齊

藤
修
省
氏
は
「
追
肥
は
収
量

・
食
味
を
向
上
さ
せ
る
も
の

の
重
労
働
で
、
こ
れ
を
ド
ロ

ー
ン
で
散
布
で
き
た
ら
、
と

い
う
要
望
は
あ
っ
た
が
、
積

載
量
に
課
題
が
あ
り
、
空
散

専
用
の
窒
素
高
濃
度
の
専
用

銘
柄
肥
料
で
な
い
と
広
い
面

積
の
施
肥
に
対
応
で
き
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
年
40
㎏

の
粒
剤
を
積
載
可
能
な
ド
ロ

ー
ン
（
Ｄ
Ｊ
Ｉ
社
の
Ｔ
30
）

が
登
場
し
、
一
般
的
な
肥
料

「
一
発
穂
肥
０
１
０
」

ド
ロ
ー
ン
・
無
人
ヘ
リ
用

住友化学大
型
ド
ロ
ー
ン
で
拡
が
る
可
能
性

ドローンで追肥散布
プラスチック代替の施肥技術

片
倉
コ
ー
プ
ア
グ
リ

に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
施
肥
も
視

野
に
入
っ
て
き
た
。
当
社
の

倒
伏
軽
減
剤
入
り
肥
料
『
ス

ミ
シ
ョ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
』
は

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
で
愛
用

者
が
多
い
。
ス
ミ
シ
ョ
ー
ト

は
、
農
薬
で
も
あ
る
た
め
、

周
囲
へ
の
飛
散
を
防
ぐ
こ
と

が
特
に
重
要
だ
。
我
々
は
、

ド
リ
フ
ト
防
止
を
啓
発
し
て

い
く
た
め
、
当
社
の
農
薬
製

品
と
同
様
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
開

度
や
イ
ン
ペ
ラ
回
転
数
、
飛

行
速
度
、
ド
リ
フ
ト
防
止
幅

な
ど
の
設
定
や
散
布
条
件
に

関
す
る
情
報
提
供
を
開
始
し

た
」
と
し
て
い
る
。

スミショート14

農村ニュース令和4年10月11日号掲載


